
質疑・回答書

告示番号 豊中市上下水道局告示第45号 件　　　　名 令和３年度穂積ポンプ場雨水ポンプ設備更新工事

本工事施工期間中の関連工事の有無、及び有りの場合はその
施工時期、箇所、工種について御教示願います。

回　　　　答質疑事項

ポンプ開口部、及び減速機開口部の既設動荷重を御教示願い
ます。

No

2

3

4

1
ポンプ井HWL：-2.745mTP　　　吐出井HWL：+2.770mTP
　　 　　　LWL：-4.466mTP　 　　　　　　LWL：+1.350mTP

No.3雨水ポンプの吸込・吐出水位条件をご教示下さい。
・吸込　HWL　　　　　吐出　HWL
　　　　　LWL　　　　　　　　　LWL

特記仕様書P.8　第2章　機械設備工事　第1節　機器仕様
　§1　No.3雨水ポンプ　5.特記事項
「既設No.3雨水ポンプと同等の水位で運転可能なものとし・・・」
と記載が有りますが、特記仕様書及び発注図面に記載が有り
ません。
今回条件となる、既設水位（LWL）を御教示願います。

5
P２０ 第3節　撤去工　§２撤去品の処理処分　（６）
アスベスト含有は、パッキンのみですか。断熱材も含まれており
ますか。

アスベスト含有はパッキン有り、断熱材無しです。

既設№３雨水ポンプのLWLは-4.466mTPです。

既設ポンプ動荷重約335kN、既設減速機動荷重役120kNです。

関連工事が有ります。
工種は電気工事および建築工事、施工時期は本工事と同時期、施工箇所
は電気工事は現場盤および運転操作室、建築工事は屋上防水です。
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6
P２０ 第3節　撤去工　§２撤去品の処理処分　（１）
有価値物は受注者側で処分する考えとします。

特記仕様書のとおりです。

9
機器搬出入に際し、10ｔ車、トレーラー車の入場は可能ですか。
またポンプ場へ入場可能な車両は最大で何トン車まででしょう
か。

過去に10t車の入場実績はあります。
ただし入場の可否は車両形状によります。

7

雨水ポンプ井内部での作業が発生致しますが、雨水ポンプ井
の水替え、残水排水は本工事内で見込まれていますでしょう
か。
また、連続してポンプ井をドライにすることは可能ですか。

雨水ポンプ井内部での作業は想定していません。
連続してのドライ化は降雨状況によるため、受注後の協議によります。

8
場内に作業員詰所、現場事務所を設置するスペースは有りま
すか。

有ります。
設置場所等については、受注後の協議によります。


